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 イズミエビ（Plesionika izumiae Omori, 1971）は，

徳島県南部沿岸一帯で大量に水揚げされているが，

食料資源として有効に活用されていない．我々は,

イズミエビ酵素分解液が脳卒中易発性高血圧自然発

症ラット（SHRSP）の血圧上昇を有意に阻害するこ

とを既に報告している．本研究では，イズミエビ酵

素分解液から強い活性を持つ 2 種類のアンギオテン

シンⅠ変換酵素（ACE）阻害ペプチドを高速液体ク

ロマトグラフにより単離し,これらのアミノ酸配列

をVal-Trp-Tyr-His-ThrおよびVal-Trpであると決定し 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

 
 

 
 

 

 

 

 

た．これらと同配列の合成ペプチドを作成し,8 週齢

および 12 週齢の SHRSP に経口投与したところ，い

ずれの週齢においても有意な血圧上昇抑制作用を認

めた．以上の結果より,イズミエビ酵素分解液による

血圧上昇抑制効果は, 主として ACE 阻害ペプチド

の作用であることが示唆された．また,イズミエビ酵

素分解液の BALB/c マウスに対する抗原性およびア

レルゲン性はともに低く, 食物アレルギーの面から

も安全な食品素材であることが分かった． 
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